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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
偽
り
の
主
人
公

ダ
ー
ク
マ
ー
ジ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
５
３
１
Ｗ

【
作
者
名
】

　
白
鷲
　
天
羅

【
あ
ら
す
じ
】

　
強
大
な
力
を
持
つ
者
は
決
し
て
幸
せ
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
そ
ん
な
宿
命
を

背
負
っ
た
闇
魔
道
士
の
主
人
公
が
様
々
な
人
と
出
会
い
成
長
し
て
い
く
物
語

１
２
歳
か
ら
始
ま
り
２
０
代
前
半
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。
今
書
い
て
い
る

の
は
骨
（
大
ま
か
な
ス
ト
ー
リ
ー
）
で
す
。
描
写
な
ど
が
少
な
く
読
み
に
く
い

で
す
。
１
ペ
ー
ジ
１
０
０
０
字
を
目
安
に
書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
書
く
の
が

遅
い
と
い
う
理
由
と
編
集
が
し
や
す
い
と
い
う
理
由
で
す
。
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主
要
人
物
　
ネ
タ
バ
レ
（
前
書
き
）

主
要
人
物
に
関
す
る
設
定
を
公
開
し
ま
す
。

ま
だ
作
中
に
出
て
な
い
人
物
も
い
ま
す
。

ネ
タ
バ
レ
も
載
っ
て
い
ま
す
。
特
に
主
人
公

ネ
タ
バ
レ
が
嫌
い
な
方
は
見
な
い
で
く
だ
さ
い
。

載
せ
て
い
る
の
は

主
人
公

ダ
ッ
シ
ュ

シ
ル
ヴ
ァ
ン

フ
ィ
リ
ッ
プ

ホ
タ
ル

カ
ル
ラ

ラ
ル
ク
ス

セ
フ
ィ
イ
ル
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主
要
人
物
　
ネ
タ
バ
レ

偽
り
の
主
人
公

ダ
ー
ク
マ
ー
ジ

名
前
　
フ
ォ
ー
ル
ス
・
フ
リ
ー
ド
　
　

通
称
　
フ
ォ
ル
　
　
性
別
　
男
　
１
２
歳
　
　

フ
ィ
ー
ネ
ル
学
園
中
学
部
生
徒
　
闇
の
魔
道
士

一
人
称
　
俺

特
徴
：
黒
髪
短
髪

　
　
　
体
力
は
や
や
高
い
　
知
能
は
高
い

真
理
名
：
果
て
無
き
闇
　
　

ダ
ー
ク
ネ
ス

備
考
：
強
力
な
闇
だ
が
本
が
な
い
と
使
用
が
で
き
な
い

　
　
　
本
は
普
段
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
白
紙
で
あ
る

　
　
　
本
は
四
歳
の
と
き
に
拾
っ
た

　
　
　
家
族
と
は
血
は
繋
が
っ
て
い
な
い

父
リ
オ
ー
ル
　
　
　
　
３
４
　
大
賢
者

母
デ
ィ
ア
ナ
　
　
　
　
３
３
　
魔
術
師

妹
エ
リ
オ
ラ
　
　
　
　
１
２
　
魔
道
士

親
友
ダ
ッ
シ
ュ
　
　
　
１
２
　
魔
道
士

　
　
シ
ル
ヴ
ァ
ン
　
　
１
２
　
魔
道
士

　
　
フ
ィ
リ
ッ
プ
　
　
１
２
　
魔
道
士

名
前
　
ダ
ッ
シ
ュ

通
称
　
ダ
ッ
シ
ュ
　
性
別
　
男
　
１
２
歳
　

フ
ィ
―
ネ
ル
学
園
中
学
部
生
徒
　

火
の
魔
道
士
　
成
長
率
Ａ

一
人
称
　
俺

特
徴
　
赤
髪
　
長
身
　
ツ
リ
目

　
　
　
体
力
か
な
り
高
い
　
知
能
低
い

真
理
名
：
奮
迅
の
炎
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備
考
：
農
民
生
ま
れ
の
魔
道
士

　
　
　
家
族
思
い

家
族
　
父
・
母
・
姉
・
弟

親
友
　
シ
ル
ヴ
ァ
ン
　

　
　
　
フ
ィ
リ
ッ
プ
　

　
　
　
フ
ォ
ー
ル
ス

名
前
　
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
ダ
ビ
ッ
ト

通
称
　
シ
ヴ
ァ
　
　
性
別
　
男
　
１
２
歳
　

フ
ィ
―
ネ
ル
学
園
中
学
部
生
徒
　

水
の
魔
道
士
　
成
長
率
Ｂ
　

一
人
称
　
僕

特
徴
　
青
髪
　
整
っ
た
顔

　
　
　
体
力
や
や
高
い
　
知
能
や
や
高
い

真
理
名
：
鎮
静
の
水
　

備
考
：
貴
族
の
子

　
　
　
家
族
　
父
・
母
・
兄

　
　
　
親
友
　
ダ
ッ
シ
ュ
　

　
　
　
　
　
　
フ
ィ
リ
ッ
プ
　

　
　
　
　
　
　
フ
ォ
ー
ル
ス

名
前
　
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
グ
レ
ミ
ヨ
ン

通
称
　
フ
ィ
リ
ッ
プ
　
性
別
　
男
　
１
２
歳
　

フ
ィ
―
ネ
ル
学
園
中
学
部
生
徒
　

地
の
魔
道
士
　
成
長
率
Ａ

一
人
称
　
僕

特
徴
　
口
数
が
少
な
い
　

　
　
　
体
力
普
通
　
知
能
高
い
　

真
理
名
：
堅
牢
な
地

備
考
：
名
門
貴
族
の
子
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魔
法
の
実
力
は
高
い

　
　
　
フ
ィ
ー
ネ
ル
学
園
に
来
た
理
由
は
兄
と
比
べ
ら
れ
な
い
た
め

　
　
　
家
族
　
父
・
母
・
兄

　
　
　
親
友
　
フ
ォ
ー
ル
ス
　

　
　
　
　
　
　
シ
ル
ヴ
ァ
ン

　
　
　
　
　
　
ダ
ッ
シ
ュ

名
前
　
ホ
タ
ル
　

通
称
　
ホ
タ
ル
　
　
性
別
　
女
　
１
２
歳

フ
ィ
―
ネ
ル
学
園
中
学
部
生
徒
　

樹
の
魔
道
士
　
成
長
率
Ｃ
　
　

一
人
称
　
私
　
　

特
徴
　
黒
髪
　
シ
ョ
ー
ト

　
　
　
体
力
低
い
　
知
能
や
や
高
い
　

真
理
名
：
可
憐
な
花

備
考
：
病
弱
な
兄
を
持
つ

　
　
　
名
前
の
由
来
は
弱
く
て
も
人
を
幸
せ
に
さ
せ
る

　
　
　
そ
ん
な
存
在
に
な
っ
て
ほ
し
い
た
め
　
　
　
　

　
　
　
家
族
　
母
・
兄
・
兄

　
　
　
親
友
　
カ
ル
ラ

名
前
　
カ
ル
ラ
　

通
称
　
カ
ル
ラ
　
　
性
別
　
女
　
１
２
歳

フ
ィ
―
ネ
ル
学
園
中
学
部
生
徒
　

雷
の
魔
道
士
　
成
長
率
　
Ｂ
　

一
人
称
　
私

特
徴
　
黄
色
の
髪

　
　
　
体
力
や
や
高
い
　
知
能
普
通
　

真
理
名
：

備
考
：
活
発
な
少
女
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シ
ル
ヴ
ァ
ン
に
好
意
を
抱
い
て
い
る

　
　
　
家
族
　
父
・
母
・
弟

　
　
　
親
友
　
ホ
タ
ル

名
前
　
ラ
ル
ク
ス
・
フ
リ
ー
ド

通
称
　
ラ
ル
ク
ス
　
　
性
別
　
男
　
２
６
歳

フ
ィ
ー
ネ
ル
学
園
中
学
部
教
師
　

雷
の
魔
道
師
　
　
　

一
人
称
　
俺
　
　

特
徴
　
紫
色
の
長
髪

　
　
　
体
力
か
な
り
高
い
　
知
能
高
い

真
理
名
：
紫
耀
の
雷

備
考
：
リ
オ
ー
ル
の
弟
子

　
　
　
親
友
　
セ
フ
ィ
イ
ル

名
前
　
セ
フ
ィ
イ
ル
・
シ
ー
ド

通
称
　
セ
フ
ィ
　
　
性
別
　
男
　
　
２
６
歳

フ
ィ
―
ネ
ル
学
園
中
学
部
教
師

樹
の
魔
道
士
　
　
　

一
人
称
　
私
　
　

特
徴
　
生
徒
思
い
　
優
し
い
顔

　
　
　
体
力
普
通
　
知
能
か
な
り
高
い
　

真
理
名
：
慈
愛
の
樹

備
考
：
シ
ー
ド
族
の
血
を
引
い
て
い
る

親
友
　
ラ
ル
ク
ス
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用
語
（
前
書
き
）

用
語
の
チ
ョ
ッ
ト
し
た
説
明

随
時
更
新
し
ま
す
。

ま
だ
出
て
き
て
な
い
用
語
も
あ
り
ま
す
が
気
に
し
な
く
て
い
い
で
す
。
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用
語

魔
法
使
い

魔
法
を
行
使
す
る
者
の
総
称
と
し
て
呼
ば
れ
る
。

魔
道
士
　
魔
道
師
　
魔
導
師
　
魔
導
師
　

魔
術
師
　
賢
者
　
大
賢
者
　
魔
女
な
ど
の
称
号
が
あ
る
。

魔
道
士

魔
道
の
修
行
を
す
る
者
。
多
く
の
魔
法
使
い
の
称
号
。

魔
道
師

一
流
の
魔
道
士
と
し
て
認
め
ら
れ
た
者
に
贈
ら
れ
る
称
号
。

魔
導
士

独
学
で
魔
法
を
学
ぶ
者
の
称
号
。
師
が
い
な
い
た
め
に
魔
法
の
実
力
は
低
い
。

魔
導
師

魔
法
を
発
展
さ
せ
る
活
躍
を
し
た
も
の
に
贈
ら
れ
る
称
号
。
昔
の
偉
人
を
指
す

こ
と
が
多
い
い
。

魔
術
師

魔
術
に
特
化
し
た
魔
道
師
に
贈
ら
れ
る
称
号
。

賢
者

魔
道
師
の
中
で
も
特
に
実
力
が
あ
る
者
に
贈
ら
れ
る
称
号
。

大
賢
者

最
高
位
の
魔
法
使
い
の
称
号
。
今
は
１
３
人
の
大
賢
者
が
存
在
す
る
。
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魔
女

本
来
、
魔
力
を
持
た
な
い
人
が
、
何
ら
か
の
方
法
で
魔
力
を
得
た
者
。
魔
女
と

書
い
て
あ
る
が
男
の
魔
女
も
存
在
す
る
。

魔
気

全
て
の
も
の
が
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
、
目
に
見
え
な
い
力
。
特
に
生
命
に
強

く
関
係
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

魔
法
使
い
は
魔
気
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
最
低
条
件
。

魔
力

魔
気
を
変
換
さ
せ
魔
法
の
性
質
を
作
り
出
す
力

大
き
く
分
け
る
と
六
質
系
（
火
質
系
魔
力
、
水
質
系
魔
力
、
風
質
系
魔
力
、
雷

質
系
魔
力
、
樹
質
系
魔
力
、
地
質
系
魔
力
）
、
特
異
系
（
特
質
系
魔
力
、
異
質

系
魔
力
）
が
あ
る
。

火
質
系
魔
力

対
立
は
水

主
に
高
熱
に
特
化
し
た
魔
力

水
質
系
魔
力

対
立
は
火

主
に
低
温
に
特
化
し
た
魔
力

風
質
系
魔
力

対
立
は
雷

主
に
流
れ
に
特
化
し
た
魔
力
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雷
質
系
魔
力

対
立
は
風

主
に
導
き
に
特
化
し
た
魔
力

樹
質
系
魔
力

対
立
は
地

主
に
成
長
に
特
化
し
た
魔
力

地
質
系
魔
力

対
立
は
樹

主
に
形
成
に
特
化
し
た
魔
力

特
質
系
魔
力

そ
の
他
の
魔
力
。
融
質
魔
力
と
眷
質
魔
力
あ
る
。

融
質
魔
力
　

ゆ
う
し
つ

六
質
系
魔
力
の
中
の
二
種
類
以
上
が
混
ざ
り
一
つ
の
魔
力
な
っ
た
も
の
。

例
　
刃
｜
（
地
＋
風
）

眷
質
魔
力

魔
女
が
使
う
魔
力
。

異
質
魔
力

こ
の
世
に
た
っ
た
一
つ
し
か
な
い
（
他
に
類
を
見
な
い
）
魔
力
の
総
称
。

例
　
闇
質
魔
力

魔
道

魔
技
術
（
最
近
で
は
魔
技
だ
け
）
と
魔
法
を
総
称
し
て
呼
ぶ
。
基
本
的
に
は
魔

法
と
同
じ
意
味
で
使
う
が
、
魔
道
と
言
う
と
魔
技
術
も
強
調
さ
れ
る
。
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魔
法

魔
気
を
魔
力
で
現
象
化
（
誰
し
も
が
そ
れ
を
認
知
で
き
る
）
さ
せ
た
も
の
。
火

や
水
な
ど
を
作
り
出
せ
る
が
、
本
物
で
は
な
い
。
殆
ど
が
空
想
か
ら
作
る
。

魔
法
は
一
次
現
象
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
の
影
響
で
起
こ
る
現
象
を
二
次
現
象
と
呼

ぶ
。
例
を
挙
げ
る
と
魔
法
で
火
を
作
る
と
そ
れ
が
一
次
現
象
、
そ
の
火
で
水
を

温
め
る
と
温
め
た
こ
と
が
二
次
現
象
と
な
る
。
魔
法
は
使
用
者
の
魔
力
が
途
絶

え
る
と
、
消
え
る
が
魔
法
の
影
響
で
起
き
た
こ
と
は
消
え
な
い
。
例
で
言
う
と

火
は
す
ぐ
に
消
え
る
が
水
の
温
度
は
急
激
に
下
が
ら
な
い
。

魔
技
術

魔
技
と
魔
術
の
二
つ
か
ら
な
る
。
魔
気
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
。

魔
技

自
身
の
中
に
眠
る
魔
気
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
、
一
般
的
な
魔
技
術
。

魔
術

他
人
の
魔
気
や
自
然
の
魔
気
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
魔
技
術
の
難
し
い
方
。

熟
練
者
で
も
使
用
す
る
の
は
難
し
い
。
魔
技
が
で
き
る
者
な
ら
ば
誰
で
も
才
能

は
あ
る
の
だ
が
、
実
用
的
な
も
の
に
す
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
。
魔
術
に
特
化

し
た
魔
道
師
は
魔
術
師
と
呼
ば
れ
る
。
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モ
ノ
ロ
ー
グ

強
大
な
力
を
持
つ
者
は
決
し
て
幸
せ
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

自
ら
命
を
絶
つ
者

自
分
に
嘘
を
つ
き
続
け
る
者

人
と
関
わ
る
こ
と
を
や
め
た
者

他
人
に
束
縛
さ
れ
る
者

親
し
き
者
の
犠
牲

信
じ
た
者
か
ら
の
裏
切
り

そ
し
て
、
愛
す
べ
き
者
の
死

望
ま
ぬ
結
果
を
生
む
こ
と
し
か
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
。

　　
そ
し
て
ま
た
そ
の
悲
し
き
宿
命
を
背
負
っ
た
一
人
の
少
年
が
い
た
。

　
彼
の
名
は
フ
ォ
ー
ル
ス
　

　
闇
の
魔
法
が
使
え
る
た
だ
一
人
の
魔
道
士
で
あ
る
。
　

★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
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「
今
年
か
ら
俺
も
、
フ
ィ
ー
ネ
ル
学
園
中
学
部
の
生
徒
に
な
る
の
か
」

　
３
年
前
に
フ
ィ
ー
ネ
ル
学
園
小
学
部
に
入
学
し
て
か
ら
今
日
ま
で
長
か
っ
た
。

で
も
こ
れ
で
や
っ
と
本
格
的
な
魔
法
を
学
べ
る
。
俺
は
闇
魔
道
士
だ
か
ら
基
本

く
ら
い
し
か
教
え
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
け
ど
。

「
ひ
ま
だ
な
」

　
フ
ィ
ー
ネ
ル
学
園
は
全
寮
制
な
の
だ
が
、
い
ま
は
後
期
の
授
業
が
終
わ
り
、

２
か
月
ほ
ど
の
長
い
休
み
が
あ
る
た
め
ほ
と
ん
ど
の
人
は
家
に
帰
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
本
来
四
人
部
屋
で
あ
る
と
こ
ろ
に
俺
一
人
し
か
い
な
い
の
で
あ
る
。

中
学
部
の
前
期
が
始
ま
る
ま
で
あ
と
十
日
。
あ
と
数
日
も
す
れ
ば
み
ん
な
帰
っ

て
く
る
だ
ろ
う
。

「
し
か
し
、
ひ
ま
だ
な
」

　
図
書
館
に
行
こ
か
と
思
っ
た
が
や
め
た
。
図
書
館
は
学
校
が
休
み
で
も
開
い

て
お
り
。
本
を
借
り
る
こ
と
も
で
き
る
。
寮
に
残
る
俺
に
と
っ
て
は
希
重
な
道

楽
で
あ
る
。
し
か
し
図
書
館
は
寮
か
ら
離
れ
て
お
り
行
く
の
が
面
倒
だ
。

　
俺
は
荷
物
入
れ
か
ら
一
冊
の
本
を
取
り
出
し
た
。
学
園
に
入
る
と
き
に
持
っ

て
き
た
物
の
一
つ
で
あ
る
。

　
た
だ
そ
れ
は
本
と
言
っ
て
も
何
か
が
書
い
て
あ
る
わ
け
で
な
い
、
た
だ
白
紙

の
ペ
ー
ジ
が
何
百
ペ
ー
ジ
と
続
い
て
い
る
。

　
こ
の
本
は
子
供
の
と
き
に
拾
い
、
そ
れ
を
親
父
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
親
父
は

大
事
に
持
っ
て
お
け
と
言
わ
れ
た
。

　
そ
れ
以
来
そ
の
本
を
大
事
に
し
て
き
た
。
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
入
学
す

る
と
き
に
必
要
な
も
の
を
持
っ
て
い
く
の
に
荷
物
袋
を
使
っ
た
が
、
入
れ
た
覚

え
も
な
い
の
に
入
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
と
き
は
親
父
が
入
れ
た
と
思
っ
て
い

た
が
ど
う
も
違
う
ら
し
い
。

　
こ
の
本
は
な
く
し
て
も
次
の
日
に
は
部
屋
の
机
の
上
に
置
い
て
あ
り
、
ま
た

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
も
汚
れ
る
こ
と
な
い
。

　
学
園
の
先
生
に
聞
い
た
と
こ
ろ
何
ら
か
の
魔
法
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
た
た

め
、
魔
法
の
効
果
で
汚
れ
な
い
の
な
ら
い
い
だ
ろ
う
と
雑
に
扱
っ
て
い
る
。

「
そ
ろ
そ
ろ
昼
飯
だ
ろ
う
か
」

　
本
を
直
し
て
寮
の
食
堂
に
向
か
う
。
食
堂
は
一
階
に
あ
る
た
め
階
段
お
降
り
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て
ゆ
く
。

　
食
堂
に
着
い
た
と
き
に
は
い
い
匂
い
が
し
て
い
た
。
俺
は
す
で
に
決
め
ら
れ

て
い
た
席
に
座
り
周
り
を
見
渡
す
。
普
段
な
ら
二
百
人
以
上
い
る
の
だ
が
、
み

ん
な
帰
省
し
て
て
、
い
る
の
は
に
二
十
人
程
度
だ
。

　
食
事
を
終
え
て
部
屋
に
帰
る
前
に
図
書
館
に
よ
る
こ
と
に
し
た
。

　
二
つ
の
本
を
借
り
て
部
屋
に
帰
り
そ
の
ま
ま
数
時
間
読
み
ふ
け
っ
て
い
て
、

い
つ
の
間
に
か
夕
方
に
な
っ
て
い
た
。

　
夕
飯
の
時
間
だ
と
思
い
食
堂
に
向
う
。

　　　
部
屋
に
戻
っ
て
く
る
と
ベ
ッ
ト
に
横
に
な
る
。

「
今
日
は
、
も
う
ね
る
か
」

　
と
私
は
あ
く
び
を
し
な
が
ら
言
っ
た
。

「
早
く
帰
っ
て
こ
い
よ
、
ダ
ッ
シ
ュ
、
シ
ル
ヴ
ァ
ン
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
」
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ダ
ッ
シ
ュ

　
前
期
が
始
ま
る
ま
で
あ
と
五
日

　
多
く
の
生
徒
が
学
園
に
戻
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
ま
だ
俺
の
ル
ー
ム
メ
イ

ト
は
、
誰
一
人
帰
っ
て
こ
な
い
。

　
隣
で
は
久
し
ぶ
り
の
再
会
で
喜
ん
で
い
る
声
が
聞
こ
え
る
。

「
誰
が
一
番
最
初
に
帰
っ
て
来
る
だ
ろ
う
か
」

　
ダ
ッ
シ
ュ
か
、
シ
ル
ヴ
ァ
ン
か
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
か
、
誰
で
も
い
い
、
早
く
帰

っ
て
こ
い
。

　
な
ど
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
い
き
な
り
部
屋
の
ド
ア
が
開
い
た
。
目
線
の

を
や
る
と
彼
が
立
っ
て
い
る
。

「
久
し
ぶ
り
、
元
気
か
」

　
と
俺
に
声
を
か
け
て
き
た
。

　
燃
え
る
よ
う
な
赤
い
髪
、
獲
物
に
狙
い
を
定
め
て
い
る
よ
う
な
鋭
い
目
。

　
彼
の
名
は

「
ダ
ッ
シ
ュ
」

　
一
番
最
初
に
帰
っ
て
き
た
の
は
彼
だ
っ
た
。
　

　
懐
か
し
い
顔
に
少
し
落
ち
着
い
た
。

　
ダ
ッ
シ
ュ
は
自
分
の
ベ
ッ
ト
に
歩
い
て
ゆ
き
、
荷
物
を
置
い
て
ベ
ッ
ト
に
腰

を
掛
け
る
。

「
ま
あ
、
今
年
か
ら
も
よ
ろ
し
く
」

「
あ
あ
、
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
」

「
じ
ゃ
あ
俺
、
寮
長
に
帰
っ
て
き
た
こ
と
報
告
し
て
く
る
か
ら
」

　
と
言
い
ダ
ッ
シ
ュ
は
部
屋
を
出
た
。

　
数
分
後
、
彼
が
戻
っ
て
き
た
。

「
も
う
そ
ろ
そ
ろ
、
昼
飯
だ
か
ら
行
こ
う
ぜ
」

　
そ
ん
な
時
間
か
。
　

「
よ
し
行
く
か
」

　
俺
は
立
ち
上
が
り
食
堂
に
向
か
っ
た
。



16

　
食
堂
に
行
く
と
多
く
の
人
が
席
に
着
い
て
食
事
を
し
て
い
る
。

　
食
堂
の
席
順
は
部
屋
順
で
あ
る
。
つ
ま
り
ダ
ッ
シ
ュ
は
俺
の
隣
に
座
る
こ
と

に
な
る
。

　
周
り
を
見
渡
す
と
も
う
百
人
近
く
の
人
た
ち
が
い
る
。
半
分
近
く
の
人
た
ち

が
こ
の
寮
に
帰
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

　
明
日
、
明
後
日
で
ほ
ぼ
全
員
帰
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
思
い

な
が
ら
食
べ
て
い
る
と
ダ
ッ
シ
ュ
が
、
し
ゃ
べ
り
か
け
て
き
た
。

「
一
人
じ
ゃ
、
退
屈
だ
っ
た
だ
ろ
う
」

「
あ
あ
、
と
て
つ
も
な
く
退
屈
だ
っ
た
よ
」

「
ど
う
し
て
家
に
帰
ん
な
い
ん
だ
」

　
俺
は
食
事
を
止
め
た
。

「
俺
の
家
は
遠
く
に
あ
っ
て
帰
る
の
に
少
な
く
て
も
、
十
五
日
は
か
か
る
。
休

み
の
半
分
以
上
旅
を
す
る
こ
と
に
な
る
な
ん
て
、
俺
は
嫌
だ
ね
」

「
そ
う
か
、
俺
は
五
日
も
あ
れ
ば
大
丈
夫
な
も
ん
だ
が
，
十
五
日
は
さ
す
が
に

キ
ツ
イ
な
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
食
事
が
終
え
て
も
ず
っ
と
話
し
て
い
た
。
久
し
ぶ
り
で
積
も
る
話
が
あ
っ
た

か
ら
だ
。

　　
夕
食
を
終
え
て
部
屋
に
戻
っ
た
俺
た
ち
は
、
も
う
寝
る
こ
と
に
し
た
。

　
明
日
が
楽
し
み
だ
。
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シ
ル
ヴ
ァ
ン

「
お
は
よ
う
」

「
お
は
よ
ー
」

　
彼
が
や
っ
と
目
を
覚
ま
し
た
。
昨
日
は
よ
ほ
ど
疲
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

「
ダ
ッ
シ
ュ
も
う
昼
だ
ぜ
」

「
本
当
か
よ
、
う
わ
、
本
当
だ
な
」

　
俺
た
ち
に
は
、
窓
か
ら
差
し
込
む
太
陽
の
光
で
だ
い
た
い
の
時
間
が
分
か
る
。

　
ダ
ッ
シ
ュ
は
ベ
ッ
ト
か
ら
起
き
上
が
り
、
大
き
な
あ
く
び
を
し
た
。

「
少
し
早
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
昼
飯
、
食
い
に
行
こ
う
ぜ
」

「
あ
あ
行
こ
う
」

　
返
事
を
し
、
俺
は
ド
ア
開
け
よ
う
と
し
た
瞬
間
、
い
き
な
り
ド
ア
が
開
い
た
。

　
予
想
外
の
出
来
事
に
少
し
驚
い
て
し
ま
っ
た
。

　
ド
ア
を
開
け
た
の
は
、
彼
は
俺
た
ち
の
ル
ー
ム
メ
イ
ト
だ
っ
た
。

　
う
す
い
青
色
の
髪
と
整
っ
た
顔
が
特
徴
の
シ
ル
ヴ
ァ
ン
。
女
子
に
と
て
も
人

気
が
あ
る
。

「
シ
ヴ
ァ
、
久
し
ぶ
り
」

「
あ
あ
、
待
た
せ
た
な
」

「
別
に
、
お
前
の
帰
り
を
待
っ
て
な
ん
か
い
ね
ん
だ
よ
」

　
後
ろ
か
ら
シ
ヴ
ァ
を
挑
発
す
る
ダ
ッ
シ
ュ
の
声
が
す
る
。

「
こ
れ
は
、
こ
れ
は
ダ
ッ
シ
ュ
さ
ん
で
は
な
い
で
す
か
。
早
い
お
帰
り
で
す
ね
。

し
か
し
、
ダ
ッ
シ
ュ
と
二
人
っ
き
り
と
　
は
、
辛
か
っ
た
で
し
ょ
う
」

　
そ
う
い
い
な
が
ら
俺
を
見
る
。

「
お
前
と
一
緒
の
ほ
う
が
よ
っ
ぽ
ど
つ
れ
ー
よ
」

　
ダ
ッ
シ
ュ
は
シ
ヴ
ァ
に
ガ
ン
を
つ
け
る
。

「
僕
は
、
今
、
君
と
遊
ん
で
る
場
合
で
は
な
い
。
相
手
な
ら
後
で
し
て
や
る
」

　
シ
ヴ
ァ
は
自
分
の
ベ
ッ
ト
に
荷
物
を
お
く
。

「
じ
ゃ
あ
僕
、
寮
長
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
く
る
か
ら
」

　
そ
し
て
部
屋
を
出
て
行
っ
た
。
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「
あ
っ
」

　
俺
は
部
屋
を
出
て
、
階
段
を
下
り
て
い
く
シ
ヴ
ァ
に
言
っ
た
。

「
俺
た
ち
は
昼
飯
食
い
に
行
く
か
ら
」

　
シ
ヴ
ァ
の
右
手
が
上
が
っ
た
。

　
お
そ
ら
く
分
か
っ
た
と
い
う
合
図
で
あ
ろ
う
。

　
俺
は
ダ
ッ
シ
ュ
と
二
人
で
食
堂
に
向
か
う
。

　
食
堂
に
は
大
勢
の
人
が
い
る
。
ま
だ
寮
に
帰
っ
て
な
い
の
は
五
十
人
に
も
満

た
な
い
だ
ろ
う
。

　
そ
の
中
の
一
人
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
も
含
ま
れ
て
い
の
だ
が
。

　
席
に
着
き
俺
た
ち
は
、
目
の
前
に
あ
る
料
理
を
食
べ
始
め
る
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
シ
ヴ
ァ
が
来
た
。
報
告
は
終
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
シ
ヴ
ァ
の
席
は
ダ
ッ
シ
ュ
の
前
で
あ
る
。

「
お
前
の
顔
見
て
る
と
飯
が
ま
ず
く
な
る
ん
だ
よ
」

「
だ
っ
た
ら
、
目
隠
し
し
て
食
べ
る
ん
だ
な
」

　
彼
ら
の
会
話
は
、
正
直
面
白
く
聞
い
て
て
あ
き
な
い
。

　
食
事
お
終
え
た
俺
た
ち
は
、
部
屋
に
戻
る
。

　
部
屋
で
の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
い
る
と
、
恒
例
の
ダ
ッ
シ
ュ
と
シ
ヴ
ァ
の
ケ

ン
カ
が
始
ま
る
。

　
ケ
ン
カ
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
何
も
知
ら
な
い
人
は
二
人
は
仲
が

悪
い
と
思
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
彼
ら
は
仲
は
、
悪
く
は
な
い
。
む
し
ろ
い
い
ほ

う
だ
ろ
う
。

　
そ
の
理
由
は
簡
単
だ
。
な
ぜ
な
ら
彼
ら
は
、
三
年
間
と
も
に
同
じ
部
屋
の
仲

間
だ
か
ら
だ
。

　「
も
う
そ
ろ
そ
ろ
寝
る
か
い
」

　
夕
飯
を
食
べ
終
え
た
二
人
に
俺
は
聞
い
た
。

「
そ
う
だ
な
」

「
少
し
早
い
か
も
し
れ
ん
が
そ
れ
が
い
い
」
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部
屋
に
戻
り
ベ
ッ
ト
に
入
っ
た
。
　

「
お
や
す
み
」

「
お
や
す
み
―
」

「
い
い
夢
を
」
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フ
ィ
リ
ッ
プ

 
 

昼
を
過
ぎ
て
も
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
ま
だ
帰
っ
て
こ
な
い
。
あ
と
三
日
で
学

校
が
始
ま
る
と
い
う
の
に
、
何
を
や
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
帰
っ
て
く
る
途

中
で
倒
れ
た
の
で
な
い
か
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
学
校
だ
、
あ
り
え
な
く
も

な
い
。
　

　
近
く
の
町
ま
で
１
５
キ
ロ
ほ
ど
あ
る
。
朝
そ
の
町
か
ら
出
た
と
す
れ
ば
、
昼

前
に
は
着
く
は
ず
。
心
配
に
な
っ
て
き
た
な
。
も
し
か
し
た
ら
明
日
に
帰
っ
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
が
少
し
見
て
く
る
か
。

「
シ
ヴ
ァ
、
ダ
ッ
シ
ュ
、
俺
、
外
で
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
帰
り
を
待
つ
か
ら
」

「
あ
あ
、
分
か
っ
た
」

「
心
配
性
だ
な
、
お
前
も
」

　
ダ
ッ
シ
ュ
が
笑
い
な
が
ら
言
う
。
確
か
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。

　
俺
は
部
屋
を
出
て
階
段
を
降
り
、
寮
の
玄
関
か
ら
出
た
。
目
の
前
に
は
広
場

が
あ
り
、
そ
の
奥
に
は
女
子
寮
が
見
え
る
。

　
俺
は
学
園
の
正
門
が
よ
く
見
え
る
ベ
ン
チ
に
座
っ
た
。

「
人
が
多
い
な
」

　
全
校
生
徒
千
人
以
上
い
る
こ
の
学
園
で
は
、
休
み
と
な
る
と
多
く
の
人
た
ち

が
広
場
に
集
ま
る
。
友
達
と
遊
ん
だ
り
、
話
し
た
り
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
付

き
合
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
男
女
の
カ
ッ
プ
ル
も
見
か
け
る
。

「
フ
ォ
ル
じ
ゃ
ん
、
久
し
ぶ
り
だ
ね
。
」

　
聞
き
覚
え
の
あ
る
女
子
の
声
し
た
。

「
カ
ル
ラ
さ
ん
、
帰
っ
て
た
ん
で
す
ね
」

　
彼
女
は
俺
ら
と
同
い
年
で
、
数
少
な
い
女
友
達
で
あ
る
。

「
う
ん
、
昨
日
ね
、
と
こ
ろ
で
何
し
て
ん
の
」

「
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
帰
っ
て
く
る
の
を
こ
こ
で
待
っ
て
い
る
の
で
す
」

「
フ
ィ
リ
ッ
プ
く
ん
、
ま
だ
帰
っ
て
き
て
な
い
の
」

　
カ
ル
ラ
は
心
配
そ
う
に
聞
い
て
く
る
。

「
え
え
何
事
も
な
け
れ
ば
い
い
の
で
す
が
」



21

何
事
も
な
け
れ
ば
…
…
か
、
い
っ
た
い
何
を
考
え
て
い
る
の
だ
俺
は
。
あ
い
つ

は
ち
ゃ
ん
と
帰
っ
て
く
る
。
そ
う
思
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
に
。

「
ね
え
、
あ
れ
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」

　
彼
女
が
指
を
指
す
、
そ
の
方
向
に
は
門
を
通
る
人
が
い
る
。
間
違
な
く
フ
ィ

リ
ッ
プ
本
人
で
あ
る
。

　
彼
の
姿
を
見
て
安
心
し
た
。
す
ぐ
に
彼
の
も
と
に
走
り
声
を
か
け
た
。

「
フ
ィ
リ
ッ
プ
遅
か
っ
た
な
、
何
か
あ
っ
た
の
か
」

「
…
…
い
え
、
た
だ
少
し
忘
れ
物
を
し
て
…
…
」

「
町
ま
で
取
り
に
戻
っ
て
遅
く
な
っ
た
の
か
」

「
…
…
は
い
」

「
ま
あ
、
無
事
な
ら
ば
い
い
。
寮
に
い
く
か
い
」

「
…
…
は
い
」

　
彼
は
少
し
笑
顔
で
返
事
を
し
た
。

　
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
、
口
数
が
少
な
く
、
表
情
を
表
に
あ
ま
り
だ
さ
な
い
た
め
、

初
め
て
会
っ
た
と
き
は
何
を
考
え
て
い
る
か
た
ま
に
分
か
ら
な
い
と
き
が
あ
っ

た
。
今
で
も
分
か
ら
な
い
と
き
も
あ
る
が
、
こ
い
つ
が
い
い
や
つ
な
の
は
誰
よ

り
も
俺
が
知
っ
て
い
る
。
そ
う
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
一
番
の
親
友
だ
。

「
ぶ
じ
で
よ
か
っ
た
ね
、
フ
ォ
ル
。
そ
し
て
久
し
ぶ
り
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
く
ん
」

　
い
つ
の
間
に
か
、
カ
ル
ラ
が
横
に
い
た
。

「
そ
れ
じ
ゃ
、
わ
た
し
、
帰
る
か
ら
」

　
そ
う
い
っ
て
、
女
子
寮
に
帰
っ
て
い
く
。

「
俺
た
ち
も
行
こ
う
」

　
自
分
達
の
た
ち
の
寮
に
帰
る
。
部
屋
に
戻
る
と
シ
ル
ヴ
ァ
ン
、
ダ
ッ
シ
ュ
が

フ
ィ
リ
ッ
プ
に
話
し
か
け
き
た
。
や
は
り
彼
ら
も
心
配
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
な
。

　　
夕
食
を
食
ベ
終
え
た
俺
た
ち
は
、
三
日
後
か
ら
始
ま
る
授
業
の
話
を
し
た
。

み
ん
な
魔
道
の
実
技
の
授
業
が
気
に
な
る
よ
う
だ
。
そ
う
い
う
俺
も
気
に
な
る
。

ダ
ッ
シ
ュ
は
火
、
シ
ル
ヴ
ァ
ン
は
水
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
地
、
そ
し
て
俺
は
闇
。
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闇
の
魔
法
を
教
え
れ
る
先
生
は
ど
こ
に
も
い
な
い
。
俺
は
ど
う
い
う
扱
い
に
な

る
の
か
、
そ
れ
は
そ
の
時
に
な
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
。
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？
？
？
？
？
（
前
書
き
）

用
語
が
少
し
出
て
き
ま
す
。
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？
？
？
？
？

　
気
が
付
く
と
俺
は
こ
こ
に
い
た
。
重
く
、
暗
い
世
界
。
辺
り
を
見
渡
し
て
も
、

何
一
つ
な
い
。
自
分
が
立
っ
て
い
る
の
か
、
寝
て
い
る
の
か
そ
れ
す
ら
も
わ
か

ら
な
い
。

　
こ
こ
は
夢
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
こ
の
状
況
を
理
解
で
き
な
い
。

「
こ
こ
は
、
夢
の
中
で
す
よ
」

　
突
然
声
が
聞
こ
え
た
。
声
が
す
る
方
向
に
振
り
向
く
と
そ
こ
に
人
が
い
た
。

俺
は
そ
い
つ
の
こ
と
を
人
と
し
か
表
現
で
き
な
か
っ
た
。
男
な
の
か
女
な
の
か
、

老
い
て
い
る
の
か
若
い
の
か
、
見
た
だ
け
で
は
漠
然
と
し
た
存
在
と
し
か
認
知

で
き
な
い
。
聞
こ
え
て
く
る
声
も
曖
昧
と
し
た
も
の
で
確
実
な
判
断
を
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

「
お
前
は
誰
だ
」

　
俺
は
そ
い
つ
に
向
か
っ
て
叫
ん
だ
。

「
そ
れ
は
、
私
の
名
前
を
聞
い
て
い
る
の
で
す
か
。
そ
れ
と
も
、
私
の
存
在
を

聞
い
て
い
る
の
で
す
か
。
」

「
両
方
だ
」

「
名
前
は
今
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
『
１
８
番
』
と
だ
け
名
乗
っ
て
お
き
ま
す
。

そ
し
て
私
は
、
あ
な
た
と
同
じ
異
質
系
魔
道
士
な
の
で
す
」

「
俺
が
異
質
系
で
あ
る
こ
と
を
な
ぜ
知
っ
て
い
る
」

「
知
っ
て
い
ま
す
よ
あ
な
た
が
、
闇
魔
道
士
で
あ
る
こ
と
も
」

「
な
ぜ
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
。
俺
が
闇
魔
道
士
で
あ
る
こ
と
は
、
ご
く
限
ら
れ

た
人
た
ち
し
か
知
ら
な
い
は
ず
だ
」

「
ご
く
限
ら
れ
た
人
し
か
知
ら
な
い
。
確
か
に
そ
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
少

な
く
と
も
私
た
ち
の
中
で
は
有
名
で
す
よ
」

「
私
た
ち
の
中
だ
と
、
他
に
も
知
っ
て
い
る
奴
が
い
る
の
か
」

「
え
え
、
あ
な
た
が
思
っ
て
い
る
よ
り
も
い
ま
す
よ
」

　
ど
う
ゆ
う
こ
と
だ
、
闇
魔
道
士
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
家
族
と

フ
ィ
ー
ネ
ル
学
園
の
数
人
の
先
生
か
知
ら
な
い
は
ず
。
そ
れ
以
外
の
人
は
特
異
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系
魔
道
士
と
し
て
か
知
ら
な
い
。
そ
う
親
友
に
も
、
闇
魔
道
士
で
あ
る
こ
と
は
、

伝
え
て
な
い
。
少
し
聞
い
て
み
る
か
。

「
ど
う
や
っ
て
闇
魔
道
士
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
た
」

「
で
は
な
ぜ
、
あ
な
た
は
、
自
分
が
闇
魔
道
士
で
あ
る
こ
と
知
っ
て
い
る
の
で

す
」

「
な
ぜ
っ
て
、
そ
れ
は
…
…
そ
れ
は
…
…
」

　
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
俺
は
初
め
か
ら
知
っ
て
い
た
よ
う
な

気
が
す
る
。
誰
か
に
教
え
ら
れ
た
訳
で
も
な
く
、
生
ま
れ
た
そ
の
時
か
ら
。

「
わ
か
ら
な
い
」

　
そ
う
答
え
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

「
あ
な
た
は
、
初
め
か
ら
知
っ
て
い
る
。
自
分
の
す
べ
て
を
。
た
だ
そ
れ
を
思

い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
だ
け
」

「
そ
う
な
の
か
も
な
」

「
大
丈
夫
で
す
。
私
た
ち
は
あ
な
た
の
味
方
で
す
」

「
味
方
」

ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

「
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す
。
ま
た
お
会
い
ま
し
ょ
う
。
悲
し
き
宿
命
を
持
つ
者
よ
」

「
ま
て
、
ま
だ
話
が
…
…
」

　
さ
っ
き
ま
で
暗
か
っ
た
世
界
が
突
然
は
じ
け
て
輝
く
世
界
と
な
り
、
そ
の
ま

ま
俺
は
意
識
を
失
っ
た
。

　
こ
こ
は
、
ベ
ッ
ト
の
上
か
。
ど
う
や
ら
寮
の
部
屋
の
よ
う
だ
な
。
外
を
見
る

と
朝
日
が
昇
っ
て
い
る
。

　
さ
っ
き
の
は
、
何
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

　
そ
の
答
え
を
知
る
の
は
ま
た
後
の
話
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初
日
（
前
書
き
）

主
要
人
物
に

セ
フ
ィ
イ
ル

ラ
ル
ク
ス

追
加
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初
日

　
つ
い
に
こ
の
日
が
来
た
。
そ
う
学
校
が
始
ま
る
の
だ
。

「
お
前
ら
起
き
ろ
、
今
日
か
ら
学
校
だ
ぜ
」

　
ダ
ッ
シ
ュ
が
叫
ん
で
い
る
。
み
ん
な
す
で
に
起
き
て
い
る
と
い
う
の
に
。

「
お
前
が
一
番
起
き
る
の
遅
い
ん
だ
よ
」

　
シ
ヴ
ァ
が
ダ
ッ
シ
ュ
の
頭
を
軽
く
叩
く
。
ダ
ッ
シ
ュ
は
笑
っ
て
い
る
。

「
準
備
が
終
わ
っ
た
ら
い
く
ぞ
、
み
ん
な
」

　
俺
た
ち
は
寮
か
ら
出
て
学
校
へ
と
向
か
っ
た
。
学
校
は
小
学
部
と
中
学
部
で

校
舎
が
分
か
れ
て
お
り
、
中
学
部
の
校
舎
は
初
め
て
入
る
こ
と
に
な
る
。

「
俺
た
ち
の
教
室
は
二
階
の
三
番
目
だ
な
」

　
ク
ラ
ス
は
五
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
俺
た
ち
は
そ
の
三
番
目
で
あ
る
。
ク
ラ

ス
を
決
め
る
の
は
寮
の
部
屋
順
で
あ
る
た
め
、
俺
た
ち
四
人
は
同
じ
ク
ラ
ス
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　
教
室
へ
は
い
る
と
も
う
十
数
名
の
人
た
ち
が
席
に
座
っ
て
い
た
。
そ
し
て
見

覚
え
の
あ
る
人
も
い
る
。

「
こ
っ
ち
に
座
り
な
よ
ー
」

　
俺
た
ち
に
向
か
っ
て
手
を
振
る
カ
ル
ラ
、
そ
し
て
そ
の
隣
に
は
ホ
タ
ル
ち
ゃ

ん
が
座
っ
て
い
る
。
彼
女
達
も
俺
た
ち
と
同
じ
ク
ラ
ス
か
。
俺
は
一
応
み
ん
な

に
聞
い
た
が
、
別
に
座
る
場
所
の
は
ど
こ
で
も
い
い
ら
し
い
の
で
、
彼
女
達
の

前
に
座
る
こ
と
に
し
た
。

　
俺
た
ち
は
少
し
の
間
、
話
し
込
ん
だ
、
も
っ
と
も
、
会
話
に
参
加
を
し
て
い

た
の
は
俺
と
ダ
ッ
シ
ュ
と
シ
ヴ
ァ
と
カ
ル
ラ
だ
け
で
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
ホ
タ
ル
ち

ゃ
ん
は
話
し
を
聞
い
て
い
る
だ
け
だ
。

「
み
な
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

話
に
夢
中
に
な
り
す
ぎ
て
先
生
が
来
た
こ
と
に
気
が
付
か
な
か
っ
た
。
俺
た
ち

は
先
生
に
注
目
し
た
。
男
の
人
だ
が
見
た
感
じ
優
し
そ
う
な
先
生
だ
。
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「
今
日
か
ら
君
た
ち
の
担
任
に
な
る
セ
フ
ィ
イ
ル
・
シ
ー
ド
と
言
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
三
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
ず
最
初
に
出
席
を
取
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
名
前
を
呼
ん
だ
ら
返
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。
」

　
先
生
が
一
人
ひ
と
り
名
前
を
呼
び
始
め
た
。
こ
の
ク
ラ
ス
に
は
四
二
名
の
生

徒
が
い
る
。
長
く
な
り
そ
う
だ
。

「
全
員
い
ま
す
ね
。
で
は
こ
れ
か
ら
の
時
間
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
、
み
な
さ

ん
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
中
学
部
で
は
魔
道
の
実
技
が
始
ま
り
ま
す
。
火

の
魔
道
士
、
水
の
魔
道
士
、
風
の
魔
道
士
、
雷
の
魔
道
士
、
樹
の
魔
道
士
、
地

の
魔
道
士

そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
て
実
技
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
分
が
ど

れ
に
当
て
は
ま
る
か
分
か
ら
な
い
人
は
手
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
」

　
手
を
挙
げ
た
。
な
ぜ
な
ら
ど
れ
で
も
な
い
か
ら
だ
。
特
異
魔
道
士
は
ど
う
な

る
の
か
知
ら
な
い
。

「
あ
な
た
は
い
い
で
す
。
ほ
か
に
い
ま
せ
ん
か
」

　
予
想
外
の
答
え
に
驚
い
た
。

「
で
は
実
技
の
授
業
を
受
け
る
場
所
を
教
え
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
ち
ゃ
ん
と
覚

え
て
く
だ
さ
い
ね
。
ま
ず
火
の
魔
道
士
、
場
所
は
―
―
み
な
さ
ん
ち
ゃ
ん
と
わ

か
り
ま
し
た
か
。
で
は
い
ま
言
っ
た
場
所
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
に
先
生

が
い
ま
す
の
で
あ
と
は
そ
の
先
生
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
」

「
先
生
、
俺
は
ど
う
な
る
ん
で
す
か
」

　
恐
る
恐
る
聞
い
て
み
た
。

「
あ
な
た
は
、
こ
こ
で
待
っ
て
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
担
当
が
来
る
は
ず
で

す
。
で
は
、
私
も
行
っ
て
き
ま
す
」

「
分
か
り
ま
し
た
」

　
み
ん
な
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
い
く
、
俺
は
こ
こ
で
待
つ
。
ど
ん
な
先
生
な

ん
だ
ろ
う
か
不
安
で
仕
方
な
い
。
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師
突
然
、
教
室
の
ド
ア
が
開
い
た
。

「
フ
ォ
ー
ル
ス
・
フ
リ
ー
ド
は
居
る
か
」

「
俺
で
す
け
ど
」

俺
の
名
前
を
呼
ん
だ
そ
の
人
は
二
十
代
と
思
わ
れ
る
若
い
先
生
だ
っ
た
。
整
っ

た
顔
つ
き
な
の
だ
が
そ
れ
以
上
に
髪
に
目
が
行
っ
た
。
恐
ろ
し
く
長
い
髪
は
背

中
を
覆
う
マ
ン
ト
の
よ
う
に
見
え
る
。
正
直
、
邪
魔
に
し
か
見
え
な
い
。

「
お
前
が
、
あ
の
人
の
…
…
」

俺
を
見
な
が
ら
呟
く
よ
う
に
言
っ
た
。
あ
の
人
と
は
い
っ
た
い
誰
を
指
し
て
い

る
の
か
、
お
そ
ら
く
は
俺
の
知
っ
て
い
る
人
物
だ
と
思
う
の
だ
が
。

「
あ
の
人
っ
て
誰
で
す
か
」

「
い
や
、
な
ん
で
も
な
い
」

　
そ
う
言
い
、
俺
の
前
に
座
る
。
隠
す
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
あ
い
い
、
聞

き
た
い
こ
と
は
色
々
あ
る
。
ま
ず
は
こ
の
人
が
誰
で
あ
る
の
か
だ
。

「
と
こ
ろ
で
先
生
は
誰
で
す
か
」

「
あ
あ
自
己
紹
介
、
ま
だ
だ
っ
た
な
。
俺
の
名
は
ラ
ル
ク
ス
だ
。
今
日
か
ら
三

年
間
、
お
前
の
魔
道
の
実
技
を
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
」

「
俺
の
魔
道
は
知
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
」

「
ど
ん
な
魔
道
で
も
、
基
本
は
ど
れ
も
同
じ
だ
。
闇
魔
道
で
あ
ろ
う
と
例
外
で

は
な
い
は
ず
。
そ
し
て
、
言
っ
て
お
く
が
俺
は
雷
魔
道
師
だ
。
１
２
歳
か
ら
魔

ウ
イ
ザ
ー
ド

道
師
、
直
々
に
指
導
し
て
も
ら
え
る
ん
だ
。
あ
り
が
た
く
思
え
」

魔
道
師
っ
て
、
た
し
か
一
流
と
認
め
ら
れ
た
魔
道
士
に
与
え
ら
れ
る
称
号
で
は

な
い
か
。
こ
の
学
園
の
先
生
で
も
数
人
し
か
い
な
い
と
聞
い
た
。
こ
の
人
そ
ん

な
に
凄
い
の
か
。

「
と
り
あ
え
ず
今
日
は
魔
道
に
関
す
る
知
識
の
確
認
だ
。
実
技
に
関
し
て
は
次

回
か
ら
や
る
」

「
あ
、
は
い
」

「
ま
ず
は
魔
道
の
問
題
だ
。
魔
道
に
は
二
つ
の
も
の
か
ら
な
っ
て
い
る
。
何
と
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何
だ
」

「
魔
技
と
魔
法
で
す
」

「
そ
う
だ
。
で
は
、
魔
技
や
魔
法
を
使
用
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
は
」

「
魔
気
で
す
」

「
魔
法
を
引
き
起
こ
す
た
め
に
必
要
な
も
の
は
」

「
魔
力
で
す
」

「
そ
う
、
魔
技
を
使
用
す
る
に
は
魔
気
が
必
要
に
な
り
、
魔
法
を
引
き
起
こ
す

に
は
魔
気
と
魔
力
が
必
要
に
な
る
わ
け
だ
。
じ
ゃ
あ
、
魔
力
に
は
ど
れ
だ
け
の

種
類
が
有
る
で
し
ょ
う
」

「
大
き
く
分
け
る
な
ら
、
火
質
系
魔
力
、
水
質
系
魔
力
、
風
質
系
魔
力
、
雷
質

系
魔
力
、
樹
質
系
魔
力
、
地
質
系
魔
力
、
特
質
系
魔
力
、
異
質
系
魔
力
な
ど
に

分
か
れ
ま
す
。
細
か
く
分
け
る
な
ら
膨
大
な
数
に
な
り
ま
す
」

「
そ
れ
だ
け
知
っ
て
い
れ
ば
十
分
だ
。
そ
し
て
魔
力
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
決
ま

っ
て
い
る
。
俺
は
雷
質
系
だ
。
だ
が
持
っ
て
い
る
魔
力
が
一
つ
と
は
限
ら
な
い
、

火
質
系
、
水
質
系
、
の
二
種
類
の
魔
力
を
持
っ
て
い
る
者
も
い
る
。
現
に
俺
だ

っ
て
水
質
系
も
持
っ
て
い
る
。
だ
が
、
雷
質
系
に
比
べ
た
ら
ほ
ん
の
小
さ
な
魔

力
だ
。
だ
か
ら
二
種
類
の
魔
力
を
持
っ
て
い
る
と
き
は
ど
ち
ら
か
優
れ
た
方
で

魔
法
を
使
う
こ
と
に
な
る
」

「
よ
し
、
知
識
は
こ
ん
な
も
ん
で
い
い
だ
ろ
う
。
じ
ゃ
あ
俺
は
戻
る
か
ら
、
次

回
か
ら
楽
し
み
に
し
と
け
よ
」

　
先
生
は
立
ち
上
が
り
ド
ア
の
ほ
う
に
向
か
う
。

「
先
生
、
最
後
に
聞
い
て
い
い
で
す
か
」

　
立
ち
止
ま
り
、
こ
ち
ら
に
振
り
向
く
。

「
な
ん
で
、
髪
伸
ば
し
て
い
る
ん
で
す
か
」

　
気
に
な
っ
て
い
た
、
疑
問
を
問
い
か
け
る
が
、
先
生
は
た
だ
笑
っ
て
教
室
を

出
て
行
っ
た
。

今
日
の
授
業
が
終
わ
り
、
俺
た
ち
六
人
は
今
日
の
魔
道
の
授
業
の
感
想
を
言
い

合
っ
た
。
み
ん
な
次
回
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
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魔
技
　
『
集
』

二
回
目
の
実
技
の
授
業
が
始
ま
っ
た
。

ラ
ル
ク
ス
先
生
に
連
れ
ら
れ
て
外
に
来
て
い
る
。
ど
う
や
ら
こ
こ
で
実
技
の
練

習
を
す
る
ら
し
い
。

「
よ
し
、
始
め
る
か
」

振
り
向
き
俺
の
顔
を
見
る
。

「
今
か
ら
教
え
る
の
は
魔
道
の
基
本
中
の
基
本
。
魔
技
の
『
集
』
だ
」

「
『
集
』
で
す
か
」

「
そ
う
だ
、
こ
れ
が
出
来
な
い
と
魔
法
な
ん
て
使
え
な
い
」

『
集
』
魔
道
の
基
本
で
あ
り
、
最
も
重
要
な
動
作
だ
。
こ
れ
の
出
来
で
、
魔
道

士
と
し
て
の
実
力
が
分
か
る
ら
し
い
。

「
ま
ず
は
、
俺
が
や
っ
て
見
せ
る
」

　
手
を
前
に
出
し
、
構
え
て
い
る
。
が
『
集
』
を
し
て
い
る
の
か
は
、
ま
っ
た

く
分
か
ら
な
い
。

　
先
生
が
聞
い
て
き
た
。
俺
は
正
直
に
答
え
た
。

「
分
か
る
か
」

「
ま
っ
た
く
、
分
か
り
ま
せ
ん
」

「
そ
り
ゃ
そ
う
だ
ろ
う
、
何
も
に
も
し
て
な
い
ん
だ
か
ら
」

　
何
を
言
っ
て
い
る
の
だ
。
さ
っ
き
や
っ
て
見
せ
る
と
言
っ
た
で
は
な
い
か
。

ジ
ョ
ー
ク
の
つ
も
り
だ
ろ
う
が
、
こ
っ
ち
は
真
剣
に
見
て
い
た
の
だ
。
そ
れ
を

こ
の
先
生
は
。

　
そ
れ
を
察
し
て
か
、
先
生
は
言
っ
た

「
悪
か
っ
た
。
謝
ろ
う
。
だ
が
お
前
が
正
直
な
奴
で
良
か
っ
た
よ
。
正
直
な
奴

は
、
強
く
な
る
か
ら
な
。
も
し
お
前
が
見
栄
を
張
っ
て
、
分
か
っ
た
と
答
え
た

ら
、
ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ
た
」

　
軽
く
笑
い
な
が
ら
、
真
面
目
に
言
わ
れ
る
と
、
ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か
ら

な
く
な
る
。

「
今
度
は
本
当
に
や
る
。
見
て
い
ろ
」
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先
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
手
を
前
に
出
し
構
え
る
。

「
魔
気
を
手
に
集
中
さ
せ
る
」

先
ほ
ど
と
は
感
じ
が
違
う
。
手
の
先
に
何
か
が
あ
る
。
な
に
も
見
え
な
い
の
に
、

そ
こ
に
は
確
実
的
に
何
か
が
存
在
し
て
い
る
。

「
こ
れ
が
魔
気
な
の
か
」

「
そ
う
だ
こ
れ
が
魔
気
だ
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
魔
法
だ
」

　
い
き
な
り
先
生
の
手
に
紫
色
の
閃
光
が
宿
り
、
音
を
立
て
い
る
。
数
秒
ほ
ど

で
消
え
た
。

　
こ
れ
が
雷
の
魔
法
。
初
め
て
見
た
魔
法
に
俺
は
感
動
し
て
い
た
。
こ
れ
ほ
ど

凄
い
の
か
。
い
つ
か
俺
も
こ
ん
な
魔
法
を
使
う
こ
と
に
な
る
の
か
。

「
今
度
は
、
お
前
が
や
っ
て
み
ろ
」

「
わ
か
り
ま
し
た
」

　
手
を
前
に
出
し
、
集
中
し
て
み
る
が
、
何
も
で
き
な
い
。
何
度
も
何
度
も
や

っ
て
み
る
が
、
感
覚
す
ら
つ
か
め
な
い
。
や
り
方
を
間
違
っ
て
い
る
の
か
。
そ

も
そ
も
や
り
方
が
今
一
つ
分
か
ら
な
い
。

「
イ
メ
ー
ジ
し
ろ
。
手
の
先
に
全
て
を
も
っ
て
く
る
よ
う
に
」

　
全
て
を
も
っ
て
く
る
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
…
…
な
る
ほ
ど
、
さ
っ
き
ま

で
俺
は
手
に
だ
け
集
中
さ
せ
て
い
た
が
、
ま
ず
は
全
身
を
意
識
し
、
そ
れ
を
一

点
に
絞
る
。
そ
れ
が
『
集
』
か
。
よ
し
や
っ
て
み
る
か
。

　
自
分
で
も
手
の
先
に
力
が
集
中
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
す
ご
い
、
ど
ん
ど

ん
魔
気
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
。

「
そ
こ
ま
で
だ
」

　
先
生
の
怒
鳴
る
声
が
聞
こ
え
た
。
俺
は
驚
き
、
集
中
を
解
い
て
し
ま
っ
た
。

「
や
り
す
ぎ
だ
」

「
や
り
す
ぎ
で
す
か
」

　
い
っ
た
い
何
が
や
り
す
ぎ
だ
と
い
う
の
か
。

「
今
日
の
実
技
は
終
わ
り
だ
」

　
何
か
怒
ら
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
た
だ
ろ
う
か
。
仕
方
な
い
、
寮
に
帰
る
か
。
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「
ど
う
し
ま
し
た
。
ラ
ル
ク
ス
」

「
セ
フ
ィ
イ
ル
か
、
あ
い
つ
恐
ろ
し
い
な
。
今
日
初
め
て
『
集
』
を
教
え
た
ん

だ
が
、
そ
の
出
来
が
、
と
て
も
今
日
初
め
て
や
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
『
集
』

に
関
し
て
は
恐
ら
く
本
気
の
俺
と
互
角
の
出
来
だ
」

「
貴
方
と
互
角
で
す
か
、
あ
の
歳
で
」

「
あ
あ
、
恐
ろ
し
い
な
才
能
っ
て
や
つ
は
」
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魔
技
　
『
圧
』

三
回
目
の
実
技
の
授
業
が
始
ま
っ
た
。

　
俺
は
先
生
に
言
わ
れ
た
木
の
前
で
待
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
こ
こ
で
授
業

を
す
る
ら
し
い
。
周
り
に
は
何
も
な
い
。
俺
た
ち
の
校
舎
が
遠
く
に
見
え
る
。

　
な
ぜ
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
や
る
の
か
。
確
か
ほ
か
の
連
中
は
、
教
室
で
実
技
を

習
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
。
ま
あ
俺
が
考
え
て
も
答
え
は
出
る
わ
け
が
な
い
。

き
っ
と
先
生
の
何
か
し
ら
の
考
え
が
あ
る
わ
け
だ
。

「
待
た
せ
た
な
」

　
先
生
が
や
っ
と
来
た
。
遅
れ
て
来
た
が
全
く
気
に
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。

「
今
日
は
な
ん
で
こ
こ
で
や
る
ん
で
す
か
。
み
ん
な
教
室
で
や
っ
て
い
る
の
に
」

　
思
っ
て
い
る
こ
と
先
生
に
聞
い
て
み
る
。

「
本
来
、
外
で
授
業
を
受
け
る
の
は
、
二
年
か
ら
だ
が
、
俺
が
教
え
て
い
る
の

は
お
前
だ
け
だ
。
だ
か
ら
、
お
前
の
今
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、
授
業
の
内
容

を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ほ
か
の
先
生
は
違
う
。
何
十
人
も
教
え
て
い

る
ん
だ
、
授
業
の
内
容
を
個
人
の
レ
ベ
ル
で
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ

ま
り
だ
、
外
で
や
る
の
は
お
前
が
外
で
や
る
の
が
相
応
し
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
」

　
俺
に
合
わ
せ
て
授
業
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
か
。
納
得
。

「
そ
れ
で
今
日
は
何
を
や
る
ん
で
す
か
」

「
魔
技
の
『
圧
』
だ
。
分
か
る
か
」

「
そ
れ
く
ら
い
わ
か
り
ま
す
」

　
『
圧
』
魔
気
を
圧
縮
さ
せ
る
こ
と
だ
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
魔
気
の
密
度

を
高
め
、
質
の
高
い
魔
法
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
『
集
』
に

続
く
重
要
な
動
作
だ
。

「
今
回
は
『
集
圧
』
を
や
る
。
『
集
』
と
『
圧
』
を
同
時
に
や
る
こ
と
だ
が
、

今
は
『
集
』
で
魔
気
を
集
め
、
そ
の
次
に
『
圧
』
で
魔
気
を
圧
縮
さ
せ
る
。
ま

ず
俺
が
手
本
を
見
せ
て
や
る
」

　
そ
う
言
っ
て
先
生
は
俺
に
対
し
て
横
に
向
き
、
手
を
出
し
構
え
た
。
本
来
先

生
ほ
ど
の
魔
道
師
な
ら
、
構
え
る
必
要
は
な
い
の
だ
が
、
見
て
も
分
か
り
易
い
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よ
う
に
構
え
て
く
れ
て
い
る
。

　
手
の
先
に
魔
気
が
集
ま
っ
て
ゆ
く
、
そ
し
て
次
の
瞬
間
、
魔
気
の
大
き
さ
は

小
さ
く
な
っ
た
が
、
高
密
度
の
魔
気
に
変
化
し
た
。
『
集
』
の
と
き
と
は
違
い
、

圧
倒
的
な
存
在
感
を
出
し
て
い
る
。
恐
怖
を
抱
く
ほ
ど
だ
。

　
先
生
は
『
集
圧
』
を
解
い
て
俺
に
言
っ
た
。

「
次
は
お
前
が
や
っ
て
み
ろ
」

　
先
生
と
同
じ
く
構
え
た
。
ま
ず
『
集
』
で
魔
力
を
集
め
る
。
さ
っ
き
の
先
生

と
同
じ
く
ら
い
の
量
だ
。

「
よ
し
次
は
、
『
圧
』
だ
」

　
先
生
が
声
を
か
け
る
。
そ
れ
に
反
応
し
俺
は
魔
力
を
圧
縮
す
る
。
ど
う
に
か

圧
縮
出
来
て
い
る
が
、
先
生
に
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
だ
。
い
や
、
本
来
は
先
生

と
比
べ
る
べ
き
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
俺
は
『
圧
』
を
解
き
、
先
生
の
顔
を
見
た
。
自
分
で
は
ど
れ
位
の
実
力
か
分

か
ら
な
い
か
ら
だ
。

「
安
心
し
ろ
初
め
て
で
そ
こ
ま
で
出
来
た
ら
、
む
し
ろ
優
秀
な
く
ら
い
だ
」

　
そ
の
言
葉
に
俺
は
安
心
し
た
。

「
よ
し
、
後
の
時
間
は
そ
の
練
習
だ
」

　
残
り
の
数
十
分
は
『
圧
』
の
練
習
で
終
わ
っ
た
。

「
今
日
は
も
う
終
わ
り
だ
」

「
あ
り
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

　
俺
は
先
生
に
お
礼
を
言
い
寮
に
帰
っ
て
行
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
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